平成２２年度　府営住宅・指定管理者制度導入後の
管理業務・サービス等の状況調査について
（自治会アンケート調査結果報告書）
平成２２年１２月
大阪府
Ⅰ　調査の概要

大阪府では、平成２２年４月より府営住宅の管理に指定管理者制度をモデル導入しており、
１万戸、５千戸、１千戸クラスの３地区において、指定管理者が５年間管理を行います。制度導入後、一定期間経過したのを機に、サービス面からのモニタリング（点検）を行い、その結果を外部有識者で構成する評価委員会で検討することを目的に、５２自治会の自治会長を対象に感想や満足度を把握するためのアンケート調査を２回実施しました。

　第１回目は指定管理者によって提供されるサービス内容の満足度調査、第２回目は平成２２年４月以降に提供されているサービス内容とそれまでに提供されていたサービス内容の違いに着目しての満足度調査を行いました。
＜モデル実施地区及び指定管理者＞

　（Ａ地区）大東朋来住宅・ペア大東朋来住宅　１，４５５戸　（アーバンサービス株式会社）

　（Ｂ地区）東大阪市内の府営住宅　５，６７１戸　（日本住宅管理株式会社）

　（Ｃ地区）守口市・寝屋川市・門真市内の府営住宅及び特定公共賃貸住宅　１０，７９３戸

　　　　　　　（アーバンサービス株式会社）

２　調査の項目

	・管理サービスの内容全般

	　・接遇の態度

	　・問い合わせなどへの対応の早さ

	　・巡回管理の頻度や内容

	　・届出・申請手続きの受付状況

	　・修繕工事の内容や出来ばえ


３　調査方法等
	　（ア）調査の対象　　３地区内の全５２自治会長。

	　（イ）調査実施方法　郵送で配布・回収。

	　（ウ）調査期間　第１回目　平成２２年９月９日～平成２２年９月２１日

　　　　　　　　　第２回目　平成２２年１１月２２日～平成２２年１１月２６日

	　（エ）回収結果　第１回目　４０サンプル（７６．９％）※未記入等により集計とは一致しません。

　　　　　　　　 　第２回目　４０サンプル（７６．９％）※未記入等により集計とは一致しません。
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